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研究成果概要 

 

昨年度までに開発した水中ラドン濃度を連続的に高感度測定できるラドン検出器と同様

の検出器を合計 3 台に増やし(図 1)、Super-Kamiokande 水タンクの送水・返水ライン

中のラドン濃度を連続的に測定することが可能になった。すでに開発されている活性炭

トラップを用いたラドン検出システムの結果と矛盾しない値が連続的に得られている。 

これにより、活性炭トラップと同レベルの測定を連続的に行うことで、ラドン濃度の詳

細な時間変化を調べることが可能になった。 
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図 1. Super-Kamiokande タンク上 (エレクト

ロニクスハット 1 裏) に新たに構築したクリー

ンブース内に置かれた高感度ラドン検出器 (黄

色破線内)。Super-Kamiokande 水タンクの送

水・返水ラインの水を連続的に検出器に流し、水

中のラドン濃度をモニターすることが可能。 

図 2. Super-Kamiokande 水タンクのラドン濃

度測定結果。赤が本研究によって、連続的にモ

ニターされた送水中のラドン濃度の推移を表

す。同じく送水中のラドン濃度を活性炭トラッ

プにより測定した結果(黒点)と無矛盾な値が得

られている。 
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